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□本報告では，以下の特性測定結果について

報告する。  

 

２ 実験方法および測定方法 

実験方法をFig.1に示す。□□□□□□□ 
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表1 各特性の比較 

  

 方式A 方式B 

反射率 89 76 

透過率 11 24 
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図1  放射パターンの算定結果 

   図１ 放射パターンの算定結果 
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The Characteristics of Trial Production Equipment 

－ Comparison of the Characteristic by the System － 
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ノート
１ 原稿と印刷  (１) 市販のＡ４版用紙（縦方向）に，各自で作成いただいた原稿が，そのままオフセット印刷されます。     原稿は，ワープロ出力を原則とし，9ポイント以上10.5ポイント以下の活字を用いて，必ず余白を上下左右25mmとって印字してください。原則として文字は明朝体またはゴシック体をお使いください。また，本文の構成は原則として二段組みとし，段と段の間隔は３文字程度取るようにしてください。  (２) 図，表及び写真等は，黒色で鮮明な原図を適宜縮尺して，余白(25mm)を右辺にとったうえで右詰めで貼り付けてください。貼り付けの際に原稿を汚したり，しわにならないよう注意してください。  (３) 原稿の長さは，１題目につき原則として２枚又は４枚（偶数枚）です。 (４) １題目につき概要の別刷30部を無料で差し上げます。
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ノート
原稿１枚目の上辺に余白(25mm)をとったうえ，最上段から題目，勤務先並びに発表者氏名を印字してください。原則として題目（表題及び副題）は11ポイント以上の活字を用いて中央揃えに１行目を表題とし，副題がある場合には改行してください。さらに次の行から題目の活字よりポイントを落として勤務先と発表者氏名を余白(25mm)を右辺にとったうえ右揃えで印字してください。本文は発表者名記載の次の行からはじめてください。なお，発表者が数名の場合には右揃えの上，できるだけ１～２行で収まるように印字してください。
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ノート
口頭講演発表者氏名の頭には○印をつけてください。（単名の場合においても口頭講演発表者氏名の頭には○印をつけてください。）
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ノート
上下左右の余白を２５ｍｍをとる。

hitec
ノート
本文と英文題目との間に下線を入れる。

hitec
ノート
発表者氏名は，First name（名），Family name（姓）の順で表します。First name（名）は，頭文字を大文字，第２字以降は小文字でfull spellingとし，Family name（姓）は，すべて大文字としてください。 　発表者が複数の場合は，それぞれの発表者の後にコンマをつけ，最後の氏名はandでつなぎます。 
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ノート
勤務先は，大学・学部名，研究所名，会社名等を下記の例のように略記してください。   ☆勤務先・所属の略語例    a.　教員：日本大学生産工学部　→ 日大生産工 ,日本大学理工学部　→ 日大・理工   b.　大学院学生：日本大学大学院生産工学研究科　→ 日大生産工（院）    c.　研究生：日本大学生産工学部研究生　→ 日大生産工（研）    d.　学部学生：日本大学生産工学部学部学生　→ 日大生産工（学部）    e.　研究所：独立行政法人産業技術総合研究所  → 産総研   f.　会社名：ジェイアール貨物株式会社　→ JR貨物㈱ 	 ※注 意　題目と発表者氏名が講演申込の記述と一致しているかを必ず確認してください。 



４ 実験結果および検討 
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a. 文章と同一の行の中にある分数，数式は，1／2，x／y，（a＋b）／（c＋d）のように書く。ただし，文章中にないものは例のように書き，原稿の２行分とする。  b. 数式の番号は通し番号とし，（  ）で囲んで必ずページの右側に置く。
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